日本図学会本部例会講演論文集執筆要領
１． はじめに
日本図学会本部例会においては，講演論文集が刊行される．　講演論文集への掲載にあたっては，その内容が学術的であることに留意すると共に，その書式が本執筆要領に適合していることが求められる． 
２．　原稿の構成と書式

提出原稿は，ワードプロセッサにより文章と図・表を組み合わせたカメラレディ原稿とする．Ａ４サイズを縦位置に使用し，余白を上下左右20mmとる． 文字は１０ptで横書きにし、表題・著者名以外を２段組とする．
次のようなページ基本構成にする．

１ページ目上部一段組み：表題，著者名
１ページ目下部二段組み左：概要，キーワード

１ページ目下部二段組み：キーワードの後に本文
２ページ目以降：本文，注，引用・参考文献

最終ページ右下：著者紹介

２．１．　表題

内容を簡潔に，しかも具体的に表現するような単語を入れて原則として48字以内で記述する． 同じ著者による内容が近接する論文が存在する場合は共通の表題に番号を振り、各々の論文の違いを具体的に示す副題をつける．副題の前後にはハイフンを付し，原則として48字以内とする．書式は左揃え,14pt, MS Pゴシック体(またはそれに準ずるもの)とする。
例：
中・近世イタリアにおける遠近法(1) -初期ルネサンス様式における遠近法-

中・近世イタリアにおける遠近法(2) －マニエリスムにおける遠近法－

２．２．　著者名

主たる著者を先頭に記す。研究すべてにわたって内容を理解し責任を負える立場の者が連名者になる．連名者を含め著者は原則として４名以内とする。その他の共同研究者については，謝辞に記載するようにする．名と姓の間にはスペースを入れる。英文の場合の姓はすべての文字を大文字とする。　所属・肩書は記載しない。
書式は左揃え, 10pt, MS Pゴシック体(またはそれに準ずるもの)。１行に１名を記述する。
２．３．　概要

内容を短く要約したものを，２００字以上，４００字以内で簡潔に記述する． 概要の中では参考文献を引用しないこと。書式は左揃え, 10pt, MS P明朝体(またはそれに準ずるもの)。　概要の先頭に『概要：』と記し、その後から概要本文を続ける。この『概要：』の文字の書式は左揃え, 10pt, 太字, MS Pゴシック体(またはそれに準ずるもの)。
２．４．　キーワード

概要の最終行にキーワードを記述する。

先頭のキーワードは図学会が定めた下記の基本分類キーワードからひとつを選択する。　他に必要に応じて２～４語の任意のキーワードを記述する．それぞれのキーワードは全角のスラッシュで区切る。
基本分類キーワード

図学論／設計論／造形論／平面幾何学／空間幾何学／応用幾何学／形態構成／CG／形状処理／画像処理／CAD･CADD／図学教育／設計・製図教育／造形教育／教育評価／空間認識／図学史
キーワードの先頭には『キーワード：』と記述する。この『キーワード：』の文字の書式は左揃え, 10pt, 太字, MS Pゴシック体(またはそれに準ずるもの)。キーワード本文の書式は左揃え, 10 pt, MS P明朝体(またはそれに準ずるもの)。
２．５．　本文

全体の文字数は別紙の刷り上がり見本を参照し，見出し，図版，表，最終ページの著者紹介分などのスペースを考慮し，規定のページ数に余裕をもっておさまるようにする．文字数の目安は以下
第１ページ目 ： 約８４０字（約２４字詰め×約３５行）

第２ページ以後 ： 約１８７０字（１ページ＝約２４字×約３９行×２段）
章・節・項の見出し, 謝辞見出し, 図,写真,表のキャプション,参考文献見出しの文字の書式は左揃え, 10pt, 太字, MS Pゴシック体(またはそれに準ずるもの)とする。それ以外の文字の書式は左揃え, 10pt, MS P明朝体(またはそれに準ずるもの)とする。
２．５．１．　章・節・項

A．章（大見出し）は前の文章から１行あけて，２行目に入れ，改行後，次の文章を続ける．章のナンバーはアラビア数字＋ピリオド（．）とし，その後にタイトル名を記す．

B．節（中見出し）・項（小見出し）は前の文章から行をあけず，改行後，１行に入れ，また，改行後，次の文章を続ける．節・項のナンバーはアラビア数字＋ピリオド（．）を用い，章との関係は，「１．１．１．」というように，半角数字とピリオド（．）で表示し，そのあとにタイトル名を記す．

C．項を更に細分する場合には，小文字アルファベットa, b, . . . . を用い，行頭より１文字分あけて，ピリオド（．）の後，タイトル名をつけ，改行後，次の文章を続ける．

例：

２． 図形の回転

３．２．１． モデルの計測

ａ． 計算

D．さらに細分する場合は，著者の分類に委ねる．

２．５．２．　謝辞

見出しをつけずに，結論から一行あけて書く．

２．６．　図・写真・表

論文の内容を的確に伝えるために，必要最低限のものを載せる．また，文章中に簡潔に内容を説明する．なお，他人の図表を転載する場合には，必ずその旨明示するとともに，著作権にかかわるものを使用する際は著者の責任をもって事前に処理する．

A．図・写真・表は，規定のページ数におさまるように内容と文章量を考慮し，位置とサイズを決定する． 
B．図・表は各々別々に通し番号をつけ，図１，表２のように日本語で表し，これに続けて表題をつける．写真は図として扱う。

C．図・写真・表中の字の大きさ，線の太さなどは図の縮尺率にあわせる．原則として文字は高さ２ mm 以上，仕上がり線は０．１mm 以上とする．

D．図や写真のカラー印刷およびアート紙など特殊紙によるカラー印刷費用は別途著者実費負担となる．
E.キャプションは左揃え, 10pt, 太字, MS Pゴシック体(またはそれに準ずるもの)とするが、キャプション内に簡易な説明を付加する場合は書式を左揃え, 10pt, MS P明朝体(またはそれに準ずるもの)とする。
２．７．　注

本文中では挿入箇所の右肩に注１，注２，注３のように上付き文字で記号をつけ，本文最終行から１行あけて，同一の記号を行頭につけて列記する．

２．８．　参考文献

必要最小限にとどめる．原文が手に入らないときは，先に引用した者の名前を引用し，出典を明確にしておく．

A．文章中では引用箇所の右肩に［１］，［２］，［３］-［６］のように上付き文字を用い，角括弧ではさんで通し番号をつける．番号が連続する場合はハイフンで結んでもよい． 文献は本文末尾にまとめて書く．

B．文献名記載の形式
参考にした文献ごとに番号をふり、角括弧で囲う． 文献名などが２行以上にわたる場合は, 2行目以降の文字は番号の下にこないようにする。
１）論文の場合

著者名＊１．“表題”，誌名＊２，巻．号（発行年），頁*3．

＊１ 欧文の場合には筆頭者はFamily Name, First

Name のInitial．の順に記す（以下，同様）．

＊２ 欧文の場合は斜体とする．
＊３ アラビア数字の前に、単ページならp. を複数ページならpp. を付す．

例：

[1] 鈴木学，“透視図に関する研究”，図学研究，32巻2号 (1983), pp.1−6.
[2] Cooley, J. and Turkey, J., “An Algorithm for the Machine Calculation of Complex Fourier Series”, Math. Compt. Vol. 19 (1965), pp.297-301.
[3] Kajiyama, K., “Design of Computer Assisted Learning System for Reading a Drawing”, Proc. 6th ICGG (1994), pp.267−271.
２）単行本の場合

著（編）者名＊４，書名＊５，発行所名（発行年）．

＊４ 欧文の場合はFamily Name, First Name のInitial．とする．

＊５ 欧文の場合は斜体とする．
例：
[1] 小山清男，幻影としての空間，東信堂(1996).
[2] Klotz, H., 20th Century Architecture, Rizzoli (1989).
３）その他：単行本掲載論文

著者，“表題”，単行本の編者，書名＊６，出版社（発行年），頁＊７．

＊６ 欧文の場合は斜体とする．
＊７　アラビア数字の前に、単ページならp. を複数ページならpp. を付す．

例：
[1] 小山清男，“ルネサンス絵画の空間表現”，日本図学会編，美の図学(1997), pp.221−230.
[2] Evance, R., “Architectural Projection”, Blau, E. and　Kaufman, E. (eds.), Architecture and Its Image, Canadian Center for Architecture (1989), pp.18−35.
２．９．　著者紹介

本編の最終段・行に，著者名の読み（ひらがなで１行分），所属を１名分につき，２００字以内に記す．
３．　表記

３．１．　文体

文章は原則として日本語の口語体を用い，欧文または片仮名書きを必要とする部分以外は漢字まじり平仮名書きとする．

３．２．　漢字・仮名

漢字は常用漢字を用い，仮名は現代仮名づかいによる．ただし，外来語は片仮名書きとする．

３．３．　句読点と括弧類

文章中の句読点は，ピリオド（．），カンマ（，），中点（・），コロン（：），および各種括弧などはそれぞれ１文字分用いる． 
３．４．　外国語

外国の地名，人名などの固有名詞は原文表示とするが，一般化されているものは片仮名でよい．

３．５．　用語

A．原則として文部省編「学術用語集」，「JIS 用語集」および学会の定めた標準用語などに従う．

B．特殊用語などは脚注をつけるとよい．

３．６．　数字，年号

A．数量を表すとき，あるいは序数的表現の時はアラビア数字を用いる．また，漢字と結合して名称や概数を表すときは漢数字を用いる．

例：

０．５mm，図１； 三角形，数百の

B．アラビア数字は原則として１コマ２数字とする．年号は西暦による表記を原則とする．

例：

０．９６８３，１．７９５×１０４，３１５９０２； ２００１年

３．７．　数式

A．文章と同じ行中にある場合は，１行におさまるように書く．

例：
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B．別行に示す場合には，例のように原稿用紙の指定行分をとり，行頭を２文字分あけて書き出す．原則として１段の幅におさめ，各式の行の右端には両括弧のアラビア数字で通し番号をつけ，文中で引用する場合には，式(１)のように書く．

例：

さて，考えている楕円面を，
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(1)
で切れば，その切口は，
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(2)
すなわち，
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(3)

※式(１)は原稿用紙１行分を必要とする．

同様に式(２)，(３)は各々２，３行分を必要とする．

３．８．　単位

国際単位系（SI）に原則として従い，単位に括弧はつけない．

３．９．　字体，記号，まぎらわしい文字

A．用語，単位記号，演算記号，数字などはローマン体（正体）に，量記号，数式などはイタリック体（斜体）にする（３．７．節　B. の例を参照）．

例：

円柱C の体積Vc は，πr2×h で算出され785.4cm3となる．

B．数学記号はJIS Z８２０１，量および単位を表す記号はJIS Z８２０２に従う．

４．　原稿提出手続き

４．１．　書類の入手

著者は以下のいずれかにより関係書類一式を入手することが出来る．

A．本学会事務局より，発表申込者へ郵送する．
B． ホームページ（http://www.jsgs.jp/）からダウンロードする．
４．２．　提出
完成した原稿は以下のＡ・B両方の方式で提出すること。片方のみの提出であった場合は受理されない。

A. レーザープリンタまたは高精細なインクジェットプリンタによって印刷されたカメラレディ原稿２部を本部事務局に郵送する．　ドットインパクトプリンタ・熱転写プリンタなど不鮮明に印刷された原稿は受理されない場合がある．
B. 表題・著者名とその英文表記・概要・キーワードをテキストファイル化し、電子メール本文に記述し　（メールの添付ファイルとしないこと）タイトルを「本部例会論文概要」とした上で office@jsgs.じぇいぴー へ提出する．やむを得ない場合はテキストファイル化した概要をCD-R/DVD-Rに収めて郵送してもよい．
４．３．　郵送提出先

〒１５３-８９０２

東京都目黒区駒場３-８-１

東京大学教養学部

広域システム科学系

情報・図形科学気付

日本図学会事務局
TEL：０３-５４５４-４３３４／FAX：０３-５４５４-６９９０
尚，封筒の表に「本部例会講演論文在中」と朱書きすること．
５．　掲載まで

５．１．　原稿締切日

原則として本学会事務局に10月27日必着とする． 
５．２．　原稿の差し戻し
原稿の書式に著しい不備のある場合は, 原則として著者に差し戻し、修正後に再提出となる．このため, 期日に余裕をもって提出することが望ましい。期日を過ぎても著しい不備の修正無き場合は, 論文が掲載されないこともある。 
５．３．　原稿の返却

提出された原稿は原則として返却しない． 






_1197836457.unknown

_1197836458.unknown

_1197835427.unknown

_1197835709.unknown

_1197835775.unknown

_1197835327.unknown

